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 実習の進捗発表（ジュニア（⼤学 1〜3 年⽣），新規発表） 

3D センシング技術のスポーツ分野への活⽤の展望 
 
影⼭悠朔（静岡⼤学情報学部⾏動情報学科）， 
内藤⼒（静岡⼤学情報学部情報科学科）， 
野村晋平（静岡⼤学情報学部⾏動情報学科）， 
平⽥夏凛（静岡⼤学情報学部情報社会学科） 
 

近年 IT 技術は⽬覚ましい発展を遂げており，あらゆる分野での活⽤が期待されてい
る．私たちはそれらの中でもスポーツの分野での活⽤に興味を持ち，特に⾝体運動を分
析する⽅法に着⽬して⽂献調査と 10 年後についての推測を⾏う．現在，ウェアラブル
デバイスを⽤いたモーションキャプチャにより⾝体運動の分析を⾏うことができるが，
その⽅式では選⼿の⾝体にデバイスを装着しなければならない．そこで私たちが注⽬し
たのは 3D センシング技術である．富⼠通研究所が研究を⾏うこの技術は，マーカーレ
スで⼈の動きを 3 次元で計測することが可能なため，選⼿の動きを妨げることがない
（佐々⽊ら，2018）．そのためこの⽅式は，より恒常的に使⽤できると考えられる．
10 年後には 3D センシング技術が発達し，選⼿が⾃分の動きの癖や特徴を知り，⾃分
⾃⾝の体についてより深く学習することが可能になるのではないだろうか． 
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